
関
市
養
護
訓
練
セ
ン
タ
ー
40
周
年

武
芸
川
こ
と
ば
の
教
室　

20
周
年

中
之
保
親
子
教
室　
　
　

15
周
年

　

市
内
に
は
療
育
施
設
が
３
カ
所
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
が
節
目
の
年
を
迎
え
る

こ
と
と
な
り
、
記
念
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

療
育
施
設
の
過
去
５
年
間
の
延
べ
利
用
者
数
は
１
２
０
６
人
で
す
。
年
々
療
育
希

望
者
と
相
談
件
数
が
増
え
て
い
ま
す
。「
子
ど
も
の
発
達
支
援
・
家
族
支
援
・
地
域
支
援
」

を
柱
に
、
子
ど
も
た
ち
が
自
分
の
持
っ
て
い
る
力
を
十
分
に
発
揮
し
な
が
ら
生
き
生

き
と
育
ち
、
地
域
で
家
族
が
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。

　

記
念
事
業
に
は
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

◆
申
込
不
要
、
参
加
無
料　

 

◆
手
話
通
訳
と
要
約
筆
記
が
終
日
あ
り
ま
す

◆
通
所
児
対
象
の
託
児
が
あ
り
ま
す
（
一
般
の
方
の
託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
）

午
前
10
時
～
10
時
30
分

午
後
１
時
30
分
～
３
時

午
前
10
時
30
分
～
正
午

当日、本事業で通所児のための託児ボランティアとして、協力していただける高校生以上の方を募集
します。
●時間　午前8時45分～午後4時　※昼食を用意します。午前、午後のいずれかでも結構です。
●場所　わかくさ・プラザ「総合体育館」内
●内容　療育施設の通所児および兄弟の託児（乳幼児～小・中学生まで）
●申込・照会先　11月16日（金）までに同事業実行委員会（関市養護訓練センター内☎22-2304）

記
念
式
典

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

記
念
講
演

通所児のための託児ボランティアを募集します

18広報せき 2012.11.1

照会先 関市児童発達支援センター記念事業実行委員会 （関市養護訓練センター内）  22-2304 23-4301

午
前
10
時
～
午
後
３
時

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
学
習
情
報
館
・
多
目
的
ホ
ー
ル
」

12
月
9
日
■日

日時

場所

「
子
ど
も
の
可
能
性
が
開
く
と
き

―
育
ち
合
う
関
係
を
求
め
て
―
」

「
地
域
の
暮
ら
し
か
ら
育
て
よ
う
！

 　
　
　
　
　
　
　
　

子
ど
も
た
ち
の
力
」

  

肥
後　

功
一
さ
ん 

（
島
根
大
学
理
事
・
副
学
長
）

肥
後　

功
一
さ
ん
（
島
根
大
学
理
事
・
副
学
長
）

専
門　

教
育
臨
床
心
理
学
、

　
　
　

発
達
臨
床
心
理
学
・
臨
床
心
理
士

著
書 

「
育
ち
合
う
こ
と
の
心
理
臨
床
―

　
　
　

親
と
子
の
心
を
支
え
る
保
育
実
践
の
た
め
に
！
」

　
　
　

他
著
書
多
数

●
学
校
・
幼
児
関
係
者
　
高
橋 

良
明
さ
ん

●
保
護
者
代
表
　
　
　
　
大
志
万 
玲
子
さ
ん

●
保
健
・
医
療
分
野
　
　
森 

美
幸
さ
ん

●
行
政
　
　
　
　
　
　
　
服
部  

哲
久
さ
ん

（
桐
が
丘
幼
稚
園
園
長
　
元
小
学
校
長
）

（
関
市
養
護
訓
練
セ
ン
タ
ー
親
の
会「
あ
ゆ
み
」会
長
）

（
関
市
保
健
セ
ン
タ
ー
保
健
師
）

（
関
市
福
祉
部
長
）

テーマコーディ
ネーター

シンポ
ジスト

講 師 演 題


